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2024春季生活闘争妥結2024春季生活闘争妥結
夏季手当 2.5 ヶ月 一時金 20 万円

賃
金
改
正
の
更
な
る
上
積
み
は
実
現
せ
ず

中
央
本
部
は
３
月
15
日
、
２

０
２
４
春
季
生
活
闘
争
の
第
３

回
団
体
交
渉
に
臨
み
、「
２
０

２
４
年
度
賃
金
改
定
」
と
「
２

０
２
４
年
度
夏
季
手
当
」「
一

時
金
の
支
払
い
に
つ
い
て
」「
勤

務
・
賃
金
等
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」
の
回
答
を
受
け
た
。

継
続
的
な
賃
上
げ
の
重
要
性

と
人
財
へ
の
積
極
的
な
投
資
と

働
き
方
の
見
直
し
を
会
社
に
訴

え
、
最
終
年
度
と
な
る
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
２
３
」
の
目
標
達

成
に
向
け
交
渉
を
展
開
し
て
き

た
。
人
事
・
賃
金
制
度
改
正
の

実
施
で
賃
金
改
善
に
な
る
と
し

た
会
社
と
、
人
事
・
賃
金
制
度

改
正
の
集
約
後
の
状
況
の
変
化

や
、
離
職
防
止
等
へ
の
危
機
感

を
訴
え
る
組
合
の
主
張
は
最
後

ま
で
か
み
合
わ
ず
、
会
社
の
回

答
に
不
満
は
残
る
も
の
の
、
夏

季
手
当
が
昨
年
の
実
績
（
２
・

15
ヶ
月
）
を
上
回
っ
た
こ
と
、

組
合
員
の
こ
れ
ま
で
の
労
苦
に

報
い
る
一
時
金
20
万
円
の
支
払

い
や
諸
制
度
の
13
項
目
の
改
善

な
ど
、
一
定
の
成
果
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
妥

結
し
た
。

署
名
活
動
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
今

春
季
生
活
闘
争
を
創
り
上
げ
て

い
た
だ
い
た
全
て
の
組
合
員
・

家
族
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
中
央
本
部
は
引
き
続

き
、
組
合
員
の
雇
用
維
持
と
生

活
改
善
を
最
優
先
に
邁
進
し
て

い
く
。

【妥結内容】
１　2024 年度賃金改定

⑴　社員
仕事給昇給の額は、仕事給昇給額表に掲げる額とする。
賃金改善分の基本給引き上げは、既提案のとおり実施する。

⑵　嘱託再雇用社員
賃金改善分の基本給引き上げは、既提案のとおり実施する。

２　2024 年度夏季手当
⑴　社員

基準額は、基準内賃金に 2. 50（支払月数）を乗じた額とする。
支払日は、2024 年 6 月 28 日以降準備でき次第とする。

⑵　嘱託再雇用社員
期末手当 A における基準額は、基礎額に次の支払月数を乗じた額

とする。
雇用期間 3 年以上の者　　1.88 箇月
雇用期間 3 年未満の者　　1.25 箇月
支払日は、2024 年 6 月 28 日以降準備でき次第とする。

【地域社員の賃金改定等について】
１　基本賃金

賃金改善分の基本賃金引き上げは、既提案のとおり実施する。
２　夏季手当

〇　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級の者の支
払月数は、2. 50 箇月とする。

〇　地域社員のうち、E3 級、E2 級、E1 級、ES 級及び ESS 級以外の者
の支払月数は、次のとおりとする。

雇用期間 5 年以上の者　　　　　　2. 50 箇月
雇用期間 3 年以上 5 年未満の者　　1. 88 箇月
雇用期間 3 年未満の者　1. 25 箇月
支払日は、2024 年 6 月 28 日以降準備でき次第とする。

【一時金の支払いについて】
１　支払対象者

2024 年 6 月 1 日現在在籍する社員、地域社員及び嘱託再雇用社員と
する。ただし、同日現在において次の各号の 1 に該当する者及び支払日
までの間に懲戒処分により解雇された者を除く。
⑴　出向休職（出向先基準の者に限る）中の者
⑵　自己都合休職中の者
⑶　公職休職中の者
⑷　専従休職中の者
⑸　配偶者帯同休職中の者

２　支払額
200,000 円とする。

３　支払日
2024 年 6 月 28 日以降、準備でき次第とする。

【勤務 賃金等の一部改正について】
１　配偶者の定義の拡大

⑴　婚姻の届出や性別にかかわらず、事実上婚姻関係と同様の事情にある
者については、配偶者として取り扱う。

⑵　2024 年 4 月 1 日から実施
２　就業エリア限定制度に係る就業エリアの追加

⑴　就業エリアに、東京エリアを追加する。
⑵　2024 年 10 月 1 日から実施

３　日勤 2種の見直し
⑴　現行の日勤 2 種を日勤 2 種 1 形とし、2 形及び 3 形を新設する。労働

時間等については、次に定めるとおりとする。

項目 労働時間等 始業時刻等

1 勤務 1 日平均
労働時間 始業時刻 終業時刻

勤務種別 労働時間 休憩時間 拘束時間

日勤
（２種）

1 形 7時間35分

1時間00分

8時間35分 7時間35分 8時30分 17時05分

2 形 7時間55分 8時間55分 7時間33分 8時30分 17時25分

3 形 6時間30分 7時間30分 7時間33分 8時30分 16時00分

⑵　日勤 2 種 2 形勤務を適用する場合は、土曜日（特別休日に指定された
土曜日を除く）を調整休日とする。

⑶　2024 年 7 月 1 日から実施
４　年休付与に係る出勤率の算定における出勤日数の取扱いの見直し

⑴　年休付与に係る出勤率を算定する場合、私傷病による欠勤、病気休職、
公職による欠勤及び公職休職の期間を出勤日数として取り扱う。

(2)　2024 年 4 月 1 日から実施
５　時間単位の年次有給休暇の対象者の拡大

⑴　短時間勤務の適用を受ける乗務員が、短時間行路に乗務する場合に、
乗務時間、便乗時間、準備時間、整理時間、折返し時間、付加時間及び
その他時間以外の労働時間について時間単位年休を使用できるものとす
る。

⑵　2024 年 4 月 1 日から実施
６　育児を行うための勤務措置の対象者の見直し

⑴　短時間勤務については、小学校第 3 学年修了までの子を養育する社員
を対象とする。

⑵　育児を行う社員等に係る深夜勤務の免除については、小学校第 6 学年
修了までの子又は特別支援学校等修了までの子を養育する社員を対象と
する。

⑶　2024 年 10 月 1 日から実施
７　養育休暇の使用単位の見直し

⑴　養育休暇については、時間単位で使用できるものとする。ただし、代
替要員の措置を必要とせず、かつ会社が業務上支障がないと認めたとき
に限り使用できるものとする。

⑵　2024 年 4 月 1 日から実施
８　職務手当の支払対象の拡大

⑴　主査のうち、所長代理、東京支社営業課長、支社安全推進室担当課長
に指定された者に職務手当を支払う。なお、支払額は、月額 20,000 円と
する。

⑵　2024 年 4 月 1 日から実施
９　嘱託再雇用社員の短日数制の選択時期の見直し

⑴　嘱託再雇用社員の短日数制の選択時期について、雇用契約更新時及び
10 月とする。

⑵　2024 年 10 月 1 日から実施
10　嘱託再雇用社員の慰労金の見直し

⑴　嘱託再雇用社員の慰労金の支払額について、在籍期間における休職期
間等にかかわらず、300,000 円とする。

⑵　2024 年 4 月 1 日から実施
11　不妊治療支援金の新設

⑴　不妊治療を事由として自己都合休職を取得する社員に対し、不妊治療
支援金を支払う。なお、支払額は、月額 40,000 円とする。

⑵　2024 年 4 月 1 日から実施
12　持家推進に係る福利厚生制度の見直し

⑴　所有住宅一時金の支払額を 500,000 円とする。ただし、2024 年 7 月 1
日以降社員が自ら所有住宅を取得し、居住を開始した場合に適用する。

⑵　2025 年以降の利子補給を廃止する。ただし、2024 年 6 月 30 日以前に
持家を取得し、居住を開始した者のうち、2024 年 9 月 30 日までに申請
を行った者については、補給期間内に補給予定であった金額を一時金と
して支払う。

13　帰省等交通費の拡大
⑴　単身赴任者が帰省等のため高速バス「B&S みやざき」を使用する場合

に、運賃を帰省等交通費として支払う。ただし、年 52 回を限度とする。
⑵　2024 年 4 月 1 日以降出発となる帰省等に対して適用する。
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◎
熊
本
地
本

２
月
17
日
に
熊
本
市
で
、

２
０
２
４
春
闘
学
習
会
を
開
催

し
た
。

労
働
組
合
活
動
の
原
点
に
立

ち
返
り
、
春
闘
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
学
び
直
す
こ
と
で
、
春

闘
の
意
義
や
重
要
性
を
再
認
識

し
、
２
０
２
４
春
闘
の
各
種
取

り
組
み
と
組
織
力
の
強
化
に
つ

な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
学
習

会
で
は
中
原
博
徳
氏
（
元
中
央

本
部
執
行
委
員
長
）
を
招
き
、

春
闘
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

◎
鹿
児
島
地
本

２
月
25
日
に
、
鹿
児
島
市
Ｍ

Ａ
Ｘ
ボ
ウ
ル
で
、
２
０
２
４
春

闘
総
決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

集
会
に
は
、
４
月
に
実
施
さ
れ

る
鹿
児
島
市
議
会
議
員
選
挙
に

立
候
補
予
定
の
三
反
園
輝
男
市

議
も
参
加
し
、
決
意
表
明
を

行
っ
た
。

会
場
で
は
檄
布
の
作
成
や
、

想
い
を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
動

画
を
撮
影
す
る
な
ど
、
春
闘
を

◎
大
分
地
本

２
月
26
日
に
、
大
分
市
タ
ワ

ー
ボ
ウ
ル
萩
原
で
、
２
０
２
４

春
闘
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
、
２
０
２
４
春
闘
、
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

大
会
に
は
４
月
１
日
よ
り
Ｊ

Ｒ
九
州
へ
転
籍
と
な
る
サ
ー
ビ

ス
サ
ポ
ー
ト
労
組
の
組
合
員
も

参
加
し
、
レ
ク
を
通
じ
て
交
流

を
深
め
合
っ
た
。

第
二
次
総
対
話
集
会
開
催
中
！！

２
０
２
４
春
闘
の
取
り
組
み
紹
介

中
央
本
部

は
、
２
０
２

４
春
季
生
活

闘
争
の
最
大

の
ヤ
マ
場
を

迎
え
た
３
月

14
日
、
各
地

本
・
支
部
の

委
員
長
を
招

集
し
て
委
員
長
会
議
を
開
き
、

そ
の
後
に
「
２
０
２
４
春
闘
要

求
の
実
現
を
求
め
る
３
・
14
中

央
総
決
起
集
会
」
を
開
催
し
た
。

集
会
に
は
中
央
本
部
役
員
、
各

地
本
・
支
部
の
委
員
長
と
九
州

各
地
か
ら
駆
け
付
け
た
組
合
員

の
約
50
名
が
参
加
し
た
。

中
央
本
部
集
会
の
冒
頭
、
吉

田
中
央
執
行
委
員
長
は
あ
い
さ

つ
で
、「
Ｊ
Ｒ
各
社
や
グ
ル
ー

プ
会
社
で
は
、
離
職
増
加
と
人

材
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
す
べ
て
の
仲
間
の
雇

用
維
持
・
創
出
と
人
材
確
保
を

目
指
し
、
安
心
し
て
意
欲
高
く

働
け
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
こ

そ
、
物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上

げ
と
、
労
務
費
を
適
切
に
価
格

転
換
さ
せ
る
取
り
組
み
と
し
て
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
取

引
関
係
を
適
正
化
す
る
と
と
も

に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
労
働
条

件
底
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。
要

求
実
現
に
む
け
、
一
致
団
結
し

て
共
に
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
出
身
の
住
吉
一
家

労
働
政
策
局
長
が
駆
け
付
け
、

加
盟
単
組
の
春
闘
状
況
に
つ
い

て
の
報
告
と
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

の
激
励
を
送
っ
た
。

集
会
で
は
２
０
２
４
春
闘
ス

ロ
ー
ガ
ン
・
ポ
ス
タ
ー
の
優
秀

作
品
の
表
彰
を
行
い
、
ス
ロ
ー

ガ
ン
部
門
は
博
多
支
部
の
小
山

一
真
さ
ん
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
は

博
多
支
部
の
繁
田
隆
弘
さ
ん
の

表
彰
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
各
地
本
・
支
部
を

代
表
し
て
長
崎
地
本
の
山
口
浩

史
執
行
委
員
が
、
激
励
文
を
読

み
上
げ
「
第
３
四
半
期
決
算
の

増
収
・
増
益
は
、
組
合
員
が
会

社
施
策
に
対
し
て
理
解
・
協
力

し
、
日
々
努
力
し
た
結
果
で
あ

る
。
一
方
で
、
物
価
高
騰
や
効

率
化
に
よ
る
働
き
方
の
変
化
に

不
安
を
感
じ
て
お
り
、
働
く
こ

と
に
対
す
る
安
心
感
を
取
り
戻

す
た
め
、
要
求
の
満
額
獲
得
に

む
け
、
更
な
る
中
央
本
部
の
奮

闘
を
期
待
す
る
。
地
本
も
全
面

的
に
後
押
し
を
し
て
い
く
」
と
、

組
合
員
の
思
い
を
乗
せ
、
檄
を

飛
ば
し
た
。

盛
り
上
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

た
。

力
強
い
激
励
と
支
援
を
受
け
、

中
央
本
部
大
久
保
書
記
長
か
ら

情
勢
報
告
が
行
わ
れ
た
あ
と
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
稲
葉
青
年
・

女
性
委
員
長
が
提
起
し
、
各
級

機
関
と
全
組
合
員
・
家
族
が
一

丸
と
な
っ
て
要
求
の
実
現
に
む

け
、
最
後
ま
で
共
に
闘
う
決
意

を
意
思
統
一
し
て
、
最
後
は
吉

田
祥
司
中
央
執
行
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し
た
。

集
会
後
に
は
中
央
本
部
三
役
と
、

各
地
本
・
支
部
の
委
員
長
が
会

社
へ
向
か
い
、
組
合
員
と
家
族

の
想
い
を
乗
せ
た
春
闘
署
名
を

会
社
に
突
き
つ
け
た
。

講師を務めた中原博徳氏

組合員から多数寄せられた檄　
（右）博多支部（左）春闘スローガン

鹿児島地本の 2024 春闘総決起集会

大分地本の 2024 春闘ボウリング大会

スローガン部門の優秀賞を
受賞した小山一真さん　　

激励文を手渡す　　　　
長崎地本・山口執行委員

第
二
次
総
対
話
集
会
は
、
各

地
本
・
支
部
の
役
員
と
中
央
本

部
役
員
の
意
見
交
換
会
の
形
式

で
行
う
こ
と
を
担
当
者
会
議
で

確
認
し
て
お
り
、
３
月
18
日
に

筑
豊
支
部
、
３
月
20
日
に
熊
本

地
本
で
開
催
し
た
。

集
会
で
は
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
の
総
括
や
中
期
労
働

政
策
ビ
ジ
ョ
ン
（
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
２
３
）
改
訂
、組
織
強
化
・

拡
大
と
活
性
化
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
提
起
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
参
加
し
た
地
本
・
支

部
の
役
員
か
ら
は
、
春
闘
に
対

す
る
組
合
員
の
反
応
や
、
組
織

強
化
・
拡
大
に
む
け
て
他
の
地

筑豊支部との意見交換

熊本地本との意見交換

種
手
当
の
新
設
や
増
額
に
つ
い

て
も「
現
行
ど
お
り
と
し
た
い
」

と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
２
月
29
日

の
要
求
書
提
出
後
、Q

U
E

E
N

 

B
E

E
T

L
E

の
安
全
安
定
輸
送

及
び
会
社
を
支
え
続
け
る
組
合

員
と
そ
の
家
族
に
酬
い
る
回
答

を
引
き
出
す
べ
く
、
物
価
上
昇

に
対
応
で
き
る
賃
金
水
準
へ
の

引
き
上
げ
や
健
康
で
働
き
続
け

ら
れ
る
労
働
時
間
の
実
現
、
社

会
生
活
の
充
実
を
含
め
た
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

む
け
た
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

賃
金
改
正
の
更
な
る
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
は
図
ら
れ
ず
、
多
く
の
要

中
央
本
部
及
び
船
舶
分
会
は
、

3
月
27
日
に
２
０
２
４
年
度
新

賃
金
等
の
要
求
に
つ
い
て
第
2

回
団
体
交
渉
を
行
い
、
会
社
よ

り
「
２
０
２
４
年
4
月
1
日
以

降
、
社
員
（
船
員
）
の
基
本
給

及
び
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員（
船
員
）

の
基
本
賃
金
を
２
０
，
０
０
０

円
引
き
上
げ
る
。
定
期
昇
給
は

規
程
に
基
づ
く
１
号
俸
を
行

う
」
、
と
の
回
答
を
受
け
た
。

組
合
は
、
賃
金
改
正
だ
け
で

は
十
分
と
言
え
ず
更
な
る
上
積

み
を
求
め
闘
っ
た
が
、
会
社
は

「
賃
金
改
正
に
よ
り
、
基
本
給

及
び
基
本
賃
金
は
改
善
さ
れ

る
」
と
の
姿
勢
に
終
始
し
、
各

求
項
目
に
お
い
て
「
現
行
ど
お

り
」
と
す
る
会
社
の
回
答
に
不

満
は
残
る
も
の
の
、
定
期
昇
給

の
確
保
や
、
賃
金
改
正
に
よ
り

組
合
員
の
生
活
へ
の
対
応
が
図

ら
れ
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
回
復
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経

営
状
況
で
あ
る
こ
と
等
を
考
慮

す
れ
ば
、
現
時
点
の
精
一
杯
の

回
答
で
あ
る
と
受
け
止
め
、
妥

結
し
た
。

な
お
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て

は
決
算
や
年
度
初
の
状
況
等
を

勘
案
し
、
別
途
協
議
を
行
う
こ

と
で
確
認
し
て
い
る
。

２
０
２
４
春
闘
要
求
の
実
現
を
求
め
る

Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
２
０
２
４
春
闘
妥
結

Ｊ
Ｒ
九
州
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー

ト
社
員
の
Ｊ
Ｒ
九
州
へ
の
転
籍

に
伴
い
、
九
州
各
地
で
Ｊ
Ｒ
九

州
労
組
へ
の
加
入
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。
4
月
９
日
時
点
の

対
象
者
の
加
入
率
は
全
体
で

61
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
着

実
に
組
織
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
対

し
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
中
央
本
部
、
地
本
・
支
部
、

分
会
が
連
携
し
て
加
入
率
１
０

０
％
に
む
け
、
引
き
続
き
組
織

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

本
・
支
部
と
の
交
流
機
会
を
増

や
し
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、
出
さ
れ
た
意
見
は
中

央
本
部
で
整
理
し
、
今
後
の
活

動
に
活
か
し
て
い
く
。

な
お
、
４
月
に
は
博
多
支
部

・
長
崎
地
本
・
大
分
地
本
で
開

催
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

〇ＪＲ九州サービスサポート社員の加入状況（4/9 時点）

機　関 担当地区統括 加　入
対象者 加入者 加入率

北九州支部 北九州地区統括 49 17 34.7%

筑 豊 支 部 筑豊篠栗鉄道事業部 23 16 69.6%

博 多 支 部
福岡地区統括、 
久留米鉄道事業部

89 50 56.2%

本 社 支 部（企画計画部門等） 9 0 0%

佐 賀 支 部 佐賀鉄道事業部 21 18 85.7%

長 崎 地 本
長崎地区統括、 
佐世保地区統括

16 15 93.8%

大 分 地 本 大分地区統括 22 22 100.0%

熊 本 地 本 熊本地区統括 37 23 62.2%

鹿児島地本
鹿児島中央地区統括 27 20 74.1%

宮崎地区統括 16 10 62.5%

計 309 191 61.8%

サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
か
ら
の
転
籍
社
員

続
々
と
加
入
へ

組
織
拡
大
中
！


